
　
顔
見
世
が

終
わ
り
、
今

年
も
残
す
と

こ
ろ
わ
ず
か

に
な
っ
た
。
今
年
は
元
禄
忠
臣

蔵
が
掛
か
っ
て
い
た
が
、
忠
臣

蔵
の
代
表
と
言
え
ば
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
で
あ
ろ
う
。
国
立
劇
場

創
立
20
周
年
記
念
公
演
の
時
、

戦
後
歌
舞
伎
の
集
大
成
と
3
カ

月
の
全
段
通
し
で
、
先
々
代
の

仁
左
衛
門
な
ど
当
時
の
名
優
を

そ
ろ
え
て
行
わ
れ
た
の
を
思
い

出
す
。
両
国
橋
引
き
上
げ
の
場

は
、
50
余
人
の
役
者
が
舞
台
上

に
居
並
ぶ
、
こ
ん
な
こ
と
は
国

立
劇
場
だ
か
ら
こ
そ
、
国
立
劇

場
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
50
周
年
の
時
に
も
同

様
に
一
流
ど
こ
ろ
総
出
で
行
わ

れ
た
▼
そ
の
国
立
劇
場
が
建
て

替
え
で
休
館
に
な
り
、
1
年
以

上
経
つ
の
に
、
い
ま
だ
解
体
工

事
も
始
ま
っ
て
い
な
い
と
い

う
。
本
来
国
で
責
任
を
持
っ
て

行
う
べ
き
、
日
本
の
伝
統
的
な

芸
能
に
欠
か
せ
な
い
場
の
維
持

で
あ
る
の
に
、Ｐ
Ｆ
Ｉ（Private

Finance
Initiative

民
間
資
金

を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備
）

で
民
間
の
収
益
施
設
を
入
れ
て

そ
の
上
が
り
を
利
用
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
民
間
は
商
売
と
し

て
成
り
立
つ
か
ど
う
か
で
動
く

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
難
し

い
と
な
れ
ば
慈
善
事
業
で
も
な

い
限
り
簡
単
に
乗
っ
て
く
る
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
▼
国
と
し

て
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
民
間
活
力
の
利
用
な
ど
と

言
わ
ず
、
国
と
し
て
責
任
を
持

つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
医
療
を
含

む
科
学
の
基
礎
的
研
究
な
ど
も

同
様
で
あ
る
▼
能
登
半
島
地
震

で
明
け
た
今
年
、
世
界
的
に
も

き
な
臭
い
ま
ま
だ
が
、
来
年
は

少
し
で
も
穏
や
か
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。

（
門
雀
庵
）

　京都府保険医協会は第208回定時代議員会をハイブリッド形式で
開催します。代議員の方はぜひご出席下さい。代議員が欠席の場
合は、予備代議員の出席をお願いします。代議員の方には12月９
日付で案内を発送していますので、返信をお願いします。
　また、京都府保険医協会議事規定第４章第21条により、代議員
が議案を提出される場合は、同規定に定められた手続きでご提出
下さい。議案書は１月15日頃に発送予定です。

日時 2025年1月30日（木）14時～15時30分
形式 ハイブリッド形式
場所 京都経済センター会議室 3階 3 ‒Ｆ（四条烏丸、地下道26番出口直結 ）
　※当日の欠席等、緊急の連絡は協会（☎075‒212‒8877）まで
議題  ①2024年度上半期活動報告　

②2024年度下半期重点方針 ③決議採択、等

第208回定時代議員会

主な内容

地
区
と
の
懇
談（
下
東
、伏
見
）
（
2
面
）

能
登
被
災
地
レ
ポ
ー
ト

（
2
面
）

2
0
2
4
年
も

終
わ
り
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る

が
、
医
療
現
場
で

は
マ
イ
ナ
保
険
証

を
は
じ
め
と
す
る

デ
ジ
タ
ル
化
が
も
た
ら
す
課
題

が
依
然
と
し
て
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

中
、
10
月
26
日
、「
ほ
ん
と
に

大
丈
夫
？
マ
イ
ナ
保
険
証
―
な

く
し
た
ら
あ
か
ん
や
ろ
健
康
保

険
証
」
と
題
す
る
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
京
都
府
歯
科
保
険
医
協

会
と
京
都
弁
護
士
会
共
催
の
も

と
、
京
都
弁
護
士
会
館
で
開
催

し
た
。
こ
の
3
者
で
企
画
す
る

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
が
初
め
て
で

あ
る
。
弁
護
士
会
は
そ
れ
ほ
ど

保
険
証
廃
止
を
由
々
し
き
問
題

と
認
識
し
て
い
る
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
講
師
の
荻

原
博
子
氏
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
立
場
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証
の

不
備
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
す

な
わ
ち
マ
イ
ナ
保
険
証
を
読
み

取
れ
な
い
な
ど
の
不
具
合
の
た

め
に
医
療
機
関
は
か
え
っ
て
事

務
作
業
が
増
え
た
、
あ
る
い
は

煩
雑
な
手
続
き
の
た
め
自
治

体
、
保
険
者
、
患
者
皆
困
っ
て

い
る
な
ど
で
あ
る
。
荻
原
氏
の

指
摘
は
多
く
の
市
民
が
抱
え
て

い
る
不
安
や
不
満
を
代
弁
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　
京
都
弁
護
士
会
か
ら
は
マ
イ

ナ
保
険
証
が
引
き
起
こ
す
三
つ

の
問
題
点
が
提
起
さ
れ
た
。
一

つ
は
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
へ
の
制
限
。
他
人
に
知
ら
れ

た
く
な
い
情
報
、
例
え
ば
不
妊

治
療
や
精
神
疾
患
な
ど
の
個
人

情
報
が
外
部
に
漏
洩
す
る
可
能

性
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
情
報

弱
者
が
生
じ
る
不
平
等
。
こ
れ

は
法
の
下
の
平
等
に
反
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
三
つ
目
は
、
任

意
取
得
の
原
則
に
反
す
る
こ

と
。
す
な
わ
ち
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
本
人
の
申
請
に
よ
り

交
付
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
原
則
が
脅
か
さ
れ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
保
険
医

協
会
が
何
度
も
繰
り
返
し
訴
え

て
き
た
。
京
都
弁
護
士
会
は
法

的
な
観
点
か
ら
我
々
と
同
様
の

懸
念
を
表
明
し
た
。

10
月
に
2
0
2
4
年
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
は
日
本
原
水
爆
被
害

者
団
体
協
議
会
（
日
本
被
団

協
）
に
決
定
し
た
。
こ
れ
は
地

道
な
草
の
根
活
動
が
評
価
さ
れ

て
の
こ
と
で
あ
る
。
規
模
も
内

容
も
異
な
る
が
、
保
険
医
協
会

も
長
年
地
道
に
草
の
根
的
に
地

域
医
療
を
支
え
る
た
め
活
動
し

て
き
た
。
今
回
の
受
賞
は
そ
の

よ
う
な
保
険
医
協
会
の
在
り
方

に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の

で
も
あ
る
。

保
険
証
の
廃
止
が
も
た
ら
す
課
題

何
度
も
訴
え
地
域
医
療
支
え
た
い

　
開
会
に
際
し
鈴
木
理
事
長
は

「
総
選
挙
を
控
え
て
い
る
が
、

医
療
提
供
体
制
改
革
は
強
力
に

推
し
進
め
ら
れ
て
お
り
、
政
権

が
代
わ
っ
た
ぐ
ら
い
で
は
大
き

く
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
2
0

2
5
年
は
医
療
を
取
り
巻
く
状

況
が
大
き
く
変
わ
る
。
ご
意
見

を
賜
り
、
今
後
の
協
会
活
動
に

活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
政
府
は
12
月
2
日
か
ら
現
行

の
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
廃

止
を
決
め
て
い
る
が
、
委
員
か

ら
「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
宣
伝
ば

か
り
し
て
い
る
が
、
資
格
確
認

書
の
情
報
が
不
足
し

て
い
る
。
1
年
の
猶

予
期
間
に
国
の
責
任

で
資
格
確
認
書
の
周

知
が
必
要
だ
。
顔
認

証
シ
ス
テ
ム
は
認
証

で
き
な
い
場
合
が
あ

り
、
健
康
保
険
証
頼

り
に
な
っ
て
い
る
。

健
康
保
険
証
が
な
く

な
る
の
は
非
常
に
不

安
だ
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

で
は
会
員
医
療
機
関

の
7
割
が
ト
ラ
ブ
ル

を
経
験
し
て
い
る
。

そ
の
内
の
9
割
が
現
行
の
健
康

保
険
証
で
資
格
を
確
認
し
て
い

る
。
協
会
は
医
療
Ｄ
Ｘ
に
反
対

で
は
な
く
、
国
の
や
り
方
が
拙

速
で
、
医
療
機
関
と
患
者
を
置

き
ざ
り
に
し
て
い
る
こ
と
を
問

題
視
し
て
い
る
。
資
格
確
認
書

に
関
し
て
は
、
協
会
で
ポ
ス

タ
ー
等
を
作
成
し
て
従
来
の
健

康
保
険
証
が
使
用
で
き
る
こ
と

を
周
知
し
、
患
者
に
安
心
し
て

受
診
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　
さ
ら
に
委
員
か
ら
「
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し

て
、
特
定
の
メ
ー
カ
ー
で
起
き

て
い
る
問
題
な
の
か
、
連
携
し

て
い
る
レ
セ
コ
ン
と
の
間
に
問

題
が
あ
る
の
か
等
、
ト
ラ
ブ
ル

の
発
生
頻
度
を
調
査
し
て
は
ど

う
か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

協
会
か
ら
は
「
顔
認
証
シ
ス
テ

ム
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
頻
度
に
関

し
て
は
可
能
な
範
囲
で
調
査
を

検
討
し
た
い
」
と
回
答
し
た
。

政
策
誘
導
的
な

診
療
報
酬
改
定

6
月
の
診
療
報
酬
改
定
に
関

し
て
、
委
員
か
ら
は
「
物
価
高

騰
が
進
み
、
最
低
賃
金
も
上
昇

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
診
療
報
酬
改
定
や
補
助
金
等

が
な
け
れ
ば
医
院
経
営
の
継
続

は
難
し
い
」「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
の
算
定
が
非
常
に
難
し

い
。
届
出
制
で
は
な
く
、
全
医

療
機
関
一
律
に
算
定
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
だ
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
診
療
報
酬
が

政
策
誘
導
的
に
使
わ
れ
て
お
り

療
養
の
給
付
と
は
関
係
の
な
い

点
数
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は
診
療

報
酬
と
は
別
の
シ
ス
テ
ム
で
導

入
す
る
か
、
基
本
診
療
料
の
引

き
上
げ
で
対
応
す
べ
き
だ
。
高

齢
者
へ
の
高
度
救
急
医
療
は
提

供
せ
ず
、
切
り
捨
て
る
方
向
で

進
ん
で
お
り
、
医
療
費
抑
制
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
問
題

点
を
指
摘
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
医
薬
品
の
供

給
不
足
問
題
や
医
療
機
関
少
数

地
域
で
の
検
体
回
収
の
実
情
等

で
意
見
交
換
し
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
な
く
て
も
受
診
可
能

政
府
は
国
民
へ
の
周
知
徹
底
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

医
療
扶
助
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

京
都
市
に
要
請

　
協
会
は
10
月
19
日
、
24
年
度
第
1
回
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
委
員
会
を
開
催
。
地
区
か
ら
18
人
、
協
会
か
ら
9
人
が
出

席
し
た
。「
社
会
保
障
制
度
の
行
方
と
医
療
提
供
体
制
改
革
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
し
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
や
資
格
確
認

書
に
関
す
る
情
報
不
足
、
今
次
診
療
報
酬
改
定
の
問
題
点
に

関
し
て
委
員
等
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
生
活
保
護
の
医
療
扶
助
に
つ

い
て
は
3
月
1
日
よ
り
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
始
ま
っ

て
お
り
、
京
都
市
は
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
が
利
用
で
き
る
被

保
護
者
に
は
、
原
則
、
紙
の
医

療
券
を
発
行
し
な
い
こ
と
と
し

て
い
る
（
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
未
導
入
の
医
療
機
関
の
受
診

等
は
、紙
の
医
療
券
を
発
行
）。

　
こ
れ
に
関
し
て
会
員
医
療
機

関
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
等
シ
ス
テ
ム
で
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
医
療
券
の
登
録
が
確
認

で
き
な
い
―
と
い
う
事
例
の
問

い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を

巡
っ
て
は
マ
イ
ナ
保
険
証
で
対

応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
次
々
と

浮
上
し
た
た
め
、
政
府
が
そ
の

対
策
と
し
て
確
認
方
法
を
追
加

し
て
い
る
が
、
医
療
扶
助
に
お

け
る
対
応
は
ど
う
な
の
か
。
協

会
は
、
京
都
市
に
対
し
12
月
11

日
に
①
医
療
扶
助
の
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
ト
ラ
ブ
ル
時
の
確

認
方
法
を
担
保
す
る
こ
と
②
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
困
難
な

場
合
の
扱
い
の
周
知
徹
底
を
図

る
こ
と
―
を
要
望
し
た
。

　
京
都
市
の
担
当
者
は
、
資
格

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
紙
の

医
療
券
を
送
付
し
て
事
後
確
認

し
て
お
り
、
そ
の
点
は
周
知
し

て
い
る
。
窓
口
で
10
割
負
担
し

た
場
合
で
も
事
後
に
確
認
で
き

れ
ば
調
整
す
る
。
休
日
夜
間
等

緊
急
診
療
依
頼
書
は
従
来
通
り

発
行
し
て
い
る
―
と
し
た
。

従
来
の
保
険
証
の
使
用
可
能
を
周
知
す
る

協
会
ポ
ス
タ
ー
の
活
用
を
呼
び
か
け
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協
会
は
、
11
月
16
日
に
下
京

東
部
医
師
会
と
の
懇
談
会
を

ウ
ェ
ブ
に
て
開
催
。
地
区
か
ら

11
人
、
協
会
か
ら
5
人
が
出
席

し
た
。
同
会
・
波
柴
尉
充
常
任

理
事
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
前

田
眞
里
会
長
か
ら
は
冒
頭
、

「
政
府
が
マ
イ
ナ
保
険
証
を
進

め
る
理
由
も
良
く
分
か
る
が
、

進
め
方
が
強
硬
過
ぎ
て
つ
い
て

い
け
な
い
会
員
が
い
る

の
も
事
実
。
こ
の
よ
う

な
状
態
が
続
く
と
、
我

々
医
師
会
も
声
を
大
き

く
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
が
、
会
へ

の
参
加
率
も
下
が
る

中
、
ど
の
よ
う
に
力
を

持
っ
て
い
け
ば
良
い
か

悩
ん
で
い
る
。
今
日
は

協
会
と
懇
談
し
、
ご
指

導
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。
協
会
か
ら
は
鈴

木
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
渡

邉
副
理
事
長
よ
り
「
社
会
保
障

制
度
の
行
方
と
医
療
提
供
体
制

改
革
」
を
テ
ー
マ
に
話
題
提
供

を
行
っ
た
。

　
協
会
か
ら
は
マ
イ
ナ
保
険
証

に
関
し
、
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ

ル
）で
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な

く
て
も
大
丈
夫
」「
マ
イ
ナ
保

険
証
で
顔
認
証
が
で
き
な
く
て

も
大
丈
夫
」「
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
登
録
解
除
」「
医
療
機
関
で

マ
イ
ナ
保
険
証
で
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
た
時
の
対
処
法
」
の
四
つ

の
動
画
を
挙
げ
て
い
る
と
情
報

提
供
し
、活
用
を
呼
び
か
け
た
。

　
能
登
北
部
圏
域
は
半
島
最
北

端
に
位
置
し
、
甚
大
な
被
害
を

被
っ
た
。
輪
島
市
で
は
死
亡
者

1
7
4
人
（
う
ち
災
害
関
連
死

73
人
）、
行
方
不
明
者
2
人
、

重
軽
傷
者
が
5
1
6
人
。
住
家

被
害
（
棟
）
が
全
壊
2
3
0

1
、
半
壊
3
9
2
6
、
一
部
破

損
4
2
8
6
で
あ
る
。
珠
洲
市

で
は
死
亡
者
1
4
6
人
（
同
49

人
）、
重
軽
傷
者
が
2
4
9

人
。
全
壊
1
7
4
8
、
半
壊
2

0
8
2
、
一
部
破
損
1
7
4
7

で
あ
る
。
穴
水
町
で
は
死
亡
者

38
人
（
同
18
人
）、
重
軽
傷
者

が
2
5
8
人
。
全
壊
3
8
8
、

半
壊
1
2
9
4
、
一
部
破
損
1

6
5
8
で
あ
る
。
能
登
町
で
は

死
亡
者
46
人
（
同
44
人
）、
重

軽
傷
者
が
54
人
。
全
壊
2
5

3
、
半
壊
9
7
1
、
一
部
破
損

4
5
2
6
※
１
で
あ
る
。

　
調
査
は
主
に
公
立
病
院
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
と
被
災
地
状
況
を

1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
の
能

登
北
部
医
療
圏
（
輪
島
市
・
珠
洲
市
・
穴
水
町
・
能
登

町
）
に
、
12
月
5
日
か
ら
6
日
に
か
け
て
協
会
事
務
局
が

被
災
地
の
医
療
課
題
に
関
す
る
調
査
活
動
に
参
加
し
た
。

調
査
は
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
総
合
研
究
所
の
「
災
害

と
地
域
医
療
の
研
究
会
」
に
よ
る
も
の
で
、
横
山
壽
一
氏

（
佛
教
大
学・金
沢
大
学
）、
長
友
薫
輝
氏
（
佛
教
大
学
）、

井
口
克
郎
氏
（
神
戸
大
学
）
が
参
加
し
た
。

視
察
し
た
。
地
域
医
療
構
想

（
25
年
度
目
標
）
に
よ
る
と
、

能
登
北
部
圏
域
の
25
年
段
階
の

必
要
病
床
数
は
計
4
5
1
床
、

機
能
別
病
床
数
で
み
る
と
、
高

度
急
性
期
31
、
急
性
期
1
5

8
、
回
復
期
1
5
4
、
慢
性
期

1
0
8
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
病
床
機
能
報
告
に
よ
る
22

年
の
病
床
数
は
計
5
9
1
床
、

高
度
急
性
期
0
、
急
性
期
4
0

4
、
回
復
期
1
0
3
、
慢
性
期

84
。
地
域
医
療
構
想
の
達
成
に

向
け
て
高
度
急
性
期
を
プ
ラ
ス

31
、
急
性
期
マ
イ
ナ
ス
2
4

6
、
回
復
期
マ
イ
ナ
ス
51
、
慢

性
期
プ
ラ
ス
24
へ
の
再
編
が
求

め
ら
れ
る
。
し
か
し
国
の
需
給

推
計
は
震
災
前
（
13
年
度
）
の

デ
ー
タ
で
、
今
回
の
よ
う
な
大

規
模
震
災
に
あ
た
っ
て
は
構
想

そ
の
も
の
が
無
効
化
す
る
と
考

え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
国
は
震
災
後

の
7
月
5
日
時
点
で
能
登
北
部

地
域
を
「
モ
デ
ル
推
進
区
域
」

に
指
定
。
推
進
区
域
は
「
デ
ー

タ
の
特
性
だ
け
で
は
説
明
で
き

な
い
機
能
別
病
床
数
の
必
要
量

と
の
差
異
が
特
に
生
じ
て
い

る
」等
を
要
件
に
、地
域
医
療
構

想
の
目
標
病
床
数
と
実
態
に
乖

離
が
あ
り
、
特
に
国
の
支
援
が

必
要
と
判
断
さ
れ
る
地
域
※
２

で
あ
る
。
公
立
病
院
は
い
ま
な

お
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
人
た
ち
が
住
み
慣
れ
た
地
域

に
帰
る
た
め
に
必
要
な
存
在
で

あ
る
。
県
は
奥
能
登
公
立
4
病

院
機
能
強
化
検
討
会
や
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
を
開
催
し
、

今
後
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
る
。
一
方
で

県
知
事
は
「
奥

能
登
2
市
2
町

の
公
立
4
病
院

の
機
能
を
統
合

し
、
能
登
空
港

隣
接
地
に
新
た

な
病
院
を
建
設

す
る
計
画
」
を

示
す
。

　
伏
見
医
師
会
と
の
懇
談
会
を

11
月
29
日
に
伏
見
医
師
会
館
で

開
催
、
地
区
か
ら
8
人
、
協
会

か
ら
6
人
が
出
席
し
た
。
伏
見

医
師
会
の
西
村
俊
一
郎
副
会
長

の
司
会
で
開
会
。
西
村
康
孝
会

長
は
開
会
あ
い
さ
つ
で
、
保
険

医
協
会
の
日
頃
の
情
報
提
供
、

診
療
報
酬
改
定
時
の
書
籍
発
行

等
に
謝
意
が
述
べ
ら
れ
、
懇
談

会
を
通
じ
て
両
会
の
円
満
な
関

係
継
続
を
祈
念
さ
れ
た
。

　
意
見
交
換
の
中
で
、
診
療
報

酬
改
定
で
は
各
医
療
機
関
が
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、

介
護
分
野
で
も
介
護
報
酬
の
引

き
下
げ
に
よ
り
事
業
者
の
倒
産

が
相
次
ぎ
、
従
事
者
も
不
足
す

る
中
で
、
制
度
の
存
続
自
体
を

危
惧
し
て
い
る
と
の
認
識
を
共

有
し
た
。
ま
た
高
齢
者
の
医

療
・
介
護
需
要
増
加
に
伴
う
歳

出
増
は
避
け
が
た
い
が
、
財
源

捻
出
の
た
め
に
高
齢
者
も
含
め

広
く
患
者
負
担
を
求
め
る
し
か

な
い
と
の
意
見
に
は
、
高
齢
者

に
限
ら
ず
全
世
代
の
収
入
・
資

産
を
把
握
す
る
制
度
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
納
税
者
番
号
に
特

化
）
を
設
け
、
年
齢
に
関
係
な

く
高
額
所
得
者
に
は
応
能
負
担

を
求
め
、
社
会
保
障
費
の
増
額

を
原
則
に
す
べ
き
と
応
じ
た
。

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制

度
（
25
年
開
始
）
の
目
的
、
現

在
の
開
業
医
が
果
た
し
て
い
る

役
割
と
の
違
い
（
い
ま
開
業
医

が
し
て
い
る
こ
と
と
の

相
違
）
を
問
う
声
が
出

席
者
よ
り
上
が
っ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
各
医

療
機
関
よ
り
対
応
可
能

な
症
状
（
40
疾
患
）
や

機
能
（
時
間
外
対
応
や

在
宅
医
療
等
）
を
報
告

し
た
も
の
が
公
表
さ

れ
、
患
者
が
そ
の
情
報

を
基
に
か
か
り
つ
け
医

を
選
び
医
療
機
関
と
契
約
す

る
。
17
診
療
科
が
対
象
で
、
耳

鼻
咽
喉
科
や
眼
科
の
医
師
も
か

か
り
つ
け
医
に
な
れ
る
は
ず
だ

が
、
政
府
や
財
務
省
は
〝
か
か

り
つ
け
医
は
一
人
〞
と
し
て
矛

盾
を
孕
ん
だ
ま
ま
制
度
が
進
ん

で
い
る
。
専
門
外
の
診
察
を
要

す
る
場
合
は
適
切
な
医
療
機
関

を
紹
介
す
れ
ば
良
い
」
と
指
摘

し
た
。

　
こ
の
発
言
を
受
け
て
出
席
者

か
ら
は
「
患
者
へ
の
適
切
な
医

療
機
関
の
受
診
勧
奨
は
今
で
も

行
っ
て
い
る
。
他
国
の
よ
う
に

最
初
の
受
診
医
療
機
関
が
定
め

ら
れ
た
方
式
は
コ
ロ
ナ
禍
で
破

綻
し
て
い
る
。
特
殊
な
状
況
の

時
に
は
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
が
な

け
れ
ば
、
迅
速
に
的
確
な
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
が
阻
害
さ
れ

る
制
度
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

徹
底
的
に
反
対
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

　
他
に
も
、
高
齢
者
救
急
を
受

け
入
れ
る
病
院
の
機
能
や
医
師

偏
在
問
題
、
開
業
規
制
の
今
後

の
方
向
性
な
ど
で
意
見
交
換
し

た
。

　
最
後
に
松
山
南
律
副
会
長
か

ら
、「
残
念
な
が
ら
昨
日
（
11

月
28
日
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
義
務
化
の

反
対
訴
訟
は
敗
訴
し
た
が
、
今

後
も
反
対
し
続
け
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
今
後
と
も
貴
重

な
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
療
養
担
当
規
則
で
は

医
療
機
関
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
が
事
実
上
義
務
化

さ
れ
て
お
り
、「
延
期
す
る
申

請
手
続
き
を
し
て
い
れ
ば
良
い

が
、
し
て
い
な
い
と
場
合
に

よ
っ
て
は
療
養
担
当
規
則
違
反

に
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
も

免
除
請
求
の
手
続
き
を
し
て
い

な
い
と
、
違
反
の
対
象
に
な
り

か
ね
な
い
。
手
続
き
は
し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
た
だ
き
、
不
当

な
圧
力
に
は
屈
し
な
い
で
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
協
会
に
相
談

い
た
だ
き
た
い
」
と
注
意
喚
起

し
た
。

　
最
後
に
、
和
田
哲
副
会
長
か

ら
「
本
日
は
当
会
会
員
の
保
険

医
療
で
の
疑
問
点
や
問
題
点
、

不
安
や
心
配
事
に
対
し
て
情
報

提
供
し
て
も
ら
っ
た
。
医
業
経

営
の
難
し
い
時
代
で
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
も
国
へ
地
区
医
師
会

の
意
見
な
ど
を
積
極
的
に
伝
え

て
い
っ
て
も
ら
い
、
経
営
や
財

政
面
の
心
配
な
く
日
々
の
診
療

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
今
後

も
協
会
の
活
動
・
活
躍
を
お
願

い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

強
硬
な
マ
イ
ナ
保
険
証
推
進
に
疑
問
視

地
域
の
声
を
国
に
届
け
る
協
会
へ
期
待

下
京
東
部
医
師
会
と
懇
談

11
月
16
日
　
ウ
ェ
ブ
会
議

迅
速
的
確
な
医
療
に
は
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

維
持
し
た
か
か
り
つ
け
医
制
度
を

伏
見
医
師
会
と
懇
談

11
月
29
日

伏
見
医
師
会
館

出
席
者
16
人
で
開
催
さ

れ
た
下
京
東
部
医
師
会

と
の
懇
談

出
席
者
14
人
で
開
催
さ

れ
た
伏
見
医
師
会
と
の

懇
談

被
害
甚
大
で
も
病
床
再
編
計
画
進
む
　
公
立
病
院
は
被
災
者
が
地
域
に
帰
る
た
め
に
必
要
な
存
在

金沢

富山県

能登町
穴水町

輪島市
珠洲市

　
最
近
は
被
災
地
の
状
況
が
ほ

と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
く
な
っ
て

い
る
。
道
路
の
寸
断
は
ほ
ぼ
解

消
さ
れ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ

た
が
、
崩
れ
た
道
路
は
残
さ

れ
、
液
状
化
の
恐
ろ
し
さ
も
見

せ
つ
け
て
く
る
。
沿
岸
部
の
津

波
被
害
、
朝
市
が
全
焼
し
た
輪

島
市
中
心
部
の
状
況
は
震
災
発

生
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
た
。
ほ
と
ん

ど
の
家
屋
が
被
害
を
受
け
、
集

落
全
体
が
無
人
と
化
し
て
い
る

地
域
も
あ
っ
た
。

　
財
務
省
は
「
維
持
管
理
コ
ス

ト
を
念
頭
に
置
き
、
集
約
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
」
な
ど
と
提
言

し
、
不
評
を
買
っ
た
。
し
か
し

こ
れ
が
「
選
択
と
集
中
」
を
重

ん
じ
る
国
の
本
音
だ
と
す
れ
ば

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
能

登
に
生
き
て
き
た
人
た
ち
は
こ

れ
か
ら
も
能
登
で
生
き
続
け
る

権
利
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
復

旧
の
基
本
に
据
え
ら
れ
る
必
要

が
あ
る
。

　
研
究
会
は
引
き
続
き
調
査

し
、
提
言
の
と
り
ま
と
め
に
向

け
て
研
究
を
進
め
る
。
本
紙
で

も
引
き
続
き
報
道
し
た
い
。

　
※
1　
石
川
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

に
よ
る
人
的
・
建
物
被
害
の
状

況
に
つ
い
て
」
第
1
7
7
報
、

2
0
2
4
年
12
月
10
日
14
時
00

分
現
在

https://w
w
w
.pref.ishikaw

a.
lg.jp/saigai/docum

ents/
higaihou_177_1210_1400.pdf

　
※
2　
京
都
府
で
は
丹
後
医

療
圏
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

手
つ
か
ず
の
ま
ま
の
倒
壊
家
屋
は
至
る
所
に

2024.12.5- 6

能登
被災地の今レポート
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
オ
ン
ラ
イ
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で
き
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合
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新規陽性者数７日間データ

京都府の新型コロナウイルス感染症の発生動向

厚労省オープンデータ（2020/1/26～2023/5/7）、
札幌医科大学「7日間の新規感染者数推定値」（2023/5/8～）より京都府保険医協会作成

１医療機関定点当たり感染者数

11月 18日～
24日

11月25日～
12月１日

12月 ２日～
８日

1.14人 1.89人 2.32人

厚労省データに基づく

佛
教
大
学
教
授　

岡
﨑
祐
司

対
抗
軸

対
抗
軸
をを

探
る
探
る
10

基礎控除＋所得控除＝103万円の引き上げは
「手取りを増やす」切り札か？

2024年９月21日に開催した
「能登半島地震の現場から問
う！ 復旧・生活再建をめぐ
る対抗軸―蔑ろにされる被災
者の命と暮らし―」を福祉国
家構想研究会ホームページで
公開しています。
過去の公開講座の動画も
ご覧いただけます。

Ｑ
、
資
格
確
認
書
や
被
保
険

者
証
を
持
参
せ
ず
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
で
「
資
格
（
無

効
）」
と
表
示
さ
れ
た
患
者

が
、「
保
険
資
格
は
あ
る
」
と

主
張
し
、
そ
の
場
で
資
格
申
立

書
を
記
載
さ
れ
た
。
結
局
、
事

後
に
患
者
か
ら
資
格
情
報
の
提

供
が
な
く
、
連
絡
が
取
れ
な
く

な
っ
た
。
請
求
方
法
を
教
え
て

ほ
し
い
。

Ａ
、
以
下
の
よ
う
に
記
録
し

て
請
求
し
て
下
さ
い
。

　
•
保
険
者
番
号
は
「
7
7
7

7
7
7
7
7
（
8
桁
）」
を
記

録　
•
被
保
険
者
の
記
号
は
記
録

し
な
い

　
•
番
号
は
「
7
7
7
7
7
7

7
7
7（
9
桁
）」
を
記
録
（
後

期
高
齢
者
は
「
7
7
7
7
7
7

7
7
（
8
桁
）」
を
記
録
）

　
•
摘
要
欄
の
先
頭
に
「
不

詳
」
と
記
録
（
紙
レ
セ
プ
ト
の

場
合
は
上
部
欄
外
に
赤
色
で
不

詳
と
記
載
）

　
•
摘
要
欄
の
不
詳
の
下
段
に

25
年
1
月

理
事
会
の
開
催
予
定

第
12
回
理
事
会

1
月
14
日
（
火
）
14
時
〜

第
13
回
理
事
会

1
月
28
日
（
火
）
14
時
〜

　
先
の
総
選
挙
で
「
1
9
9
5

年
か
ら
の
最
低
賃
金
の
上
昇
率

1
・
73
倍
に
基
づ
き
、
基
礎
控

除
等
の
合
計
を
1
0
3
万
円
か

ら
1
7
8
万
円
に
引
き
上
げ

る
」
と
公
約
し
た
国
民
民
主
党

が
28
に
議
席
を
伸
ば
し
、
に
わ

か
に
「
年
収
の
壁
」
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
総
選
挙
直
後
か
ら
3
党
（
自

民
、
公
明
、
国
民
）
の
協
議
が

始
ま
っ
た
が
、
衆
議
院
で
の
政

府
の
補
正
予
算
の
成
立
に
向
け

た
3
党
合
意
の
妥
協
点
（
12
月

12
日
現
在
）
は
、「
年
収
1
0

3
万
円
の
壁
」
を
2
0
2
5
年

か
ら
引
き
上
げ
1
7
8
万
円
を

目
指
す
、
特
定
扶
養
控
除
（
大

学
生
な
ど
の
子
ど
も
に
関
す
る

親
の
扶
養
控
除
）
は
1
3
0
万

円
か
ら
引
き
上
げ
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
（
補
正
予
算
案
に
は

維
新
の
会
も
賛
成
）。

　
果
た
し
て
、
こ
の
3
党
合
意

で
苦
し
い
家
計
は
救
わ
れ
る
の

か
、「
年
収
の
壁
」
に
よ
る
働

き
控
え
は
解
消
さ
れ
る
の
か
、

そ
し
て
多
く
の
人
が
貧
困
か
ら

脱
却
で
き
る
の
か
。

　
「
年
収
の
壁
」
と
言
っ
て
も
、

性
質
の
違
う
い
く
つ
か
の
壁
が

あ
る
。

　
①
1
0
3
万
円
、
所
得
課
税

の
基
準
―
基
礎
控
除
48
万
円
＋

給
与
所
得
控
除
の
最
低
額
55
万

円
＝
1
0
3
万
円
。
基
礎
控
除

は
年
収
2
4
0
0
万
円
か
ら
段

階
的
に
減
り
、
2
5
0
0
万
円

で
0
円
。

　
②
1
0
6
万
円
、
社
会
保
険

料
の
壁
1
―
従
業
員
51
人
以
上

の
会
社
、
週
所
定
労
働
時
間
20

時
間
以
上
、
年
収
1
0
6
万
円

（
月
額
賃
金
8
万
8
千
円
以

上
）、
雇
用
期
間
2
カ
月
超
、

学
生
で
は
な
い
―
以
上
の
場

合
、
厚
生
年
金
＋
健
康
保
険
の

社
会
保
険
料
負
担
が
始
ま
る
。

月
1
万
2
5
0
0
円
程
度
。

　
③
1
3
0
万
円
、
社
会
保
険

料
の
壁
2
―
第
3
号
被
保
険
者

に
な
る
被
扶
養
配
偶
者
の
認
定

基
準
の
上
限
。
適
用
事
業
所

（
常
時
50
人
以
上
雇
用
）
で
雇

用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
年
金
の

第
2
号
被
保
険
者
、
健
康
保
険

に
加
入
す
る
。

　
つ
ま
り
、
①
は
個
人
の
課
税

最
低
限
の
問
題
で
あ
り
、
②
と

③
は
社
会
保
険
制
度
に
加
入
で

き
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ

る
。

　
こ
れ
に
か
ら
む
の
が
所
得
税

の
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別

控
除
で
あ
る
。
事
実
上
、
配
偶

者
控
除
の
壁
は
年
収
1
5
0
万

円
で
あ
る
。

　
子
ど
も
の
扶
養
控
除
で
は
、

0
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
年
少
扶

養
控
除
は
2
0
2
2
年
度
に
廃

止
さ
れ
、
16
歳
か
ら
18
歳
の
一

般
扶
養
控
除
は
高
校
の
学
費
実

質
無
償
化
を
理
由
に
、
22
年
度

に
25
万
円
縮
減
さ
れ
38
万
円
に

な
り
、
特
定
扶
養
控
除
（
18
歳

か
ら
22
歳
）
は
63
万
円
で
あ

る
。
子
の
年
収
が
上
が
る
と
親

の
扶
養
控
除
か
ら
外
れ
て
し
ま

う
。

　
所
得
税
の
応
能
負
担
、
生
計

費
非
課
税
と
い
う
民
主
的
税
制

の
原
則
に
立
て
ば
、
ど
う
考
え

て
も
年
間
48
万
円
の
基
礎
控
除

は
低
過
ぎ
る
。
た
だ
し
、
基
礎

控
除
＋
所
得
控
除
の
引
き
上
げ

は
、
所
得
の
低
い
層
よ
り
も
高

い
層
に
「
手
取
り
増
」
の
効
果

が
大
き
い
。
大
和
総
研
の
試
算

「
課
税
最
低
限
『
1
0
3
万
円

の
壁
』
引
上
げ
に
よ
る
家
計
と

財
政
へ
の
影
響
試
算
（
第
2

版
）
―
『
基
礎
控
除
引
上
げ
＋

給
与
所
得
控
除
上
限
引
下
げ

案
』
を
検
証
」（
2
0
2
4
年

11
月
8
日
」）
に
よ
る
と
、
課

税
最
低
限
を
現
行
か
ら
75
万
円

引
き
上
げ
た
場
合
（
単
身
も
し

く
は
配
偶
者
控
除
の
適
用
の
な

い
共
働
き
・
16
歳
未
満
の
子
ど

も
の
世
帯
で
試
算
）、
基
礎
控

除
の
み
の
引
き
上
げ
で
、
年
収

2
0
0
万
円
で
8
万
2
千
円
、

3
0
0
万
円
で
11
万
3
千
円
、

8
0
0
万
円
で
22
万
8
千
円
、

1
千
万
円
で
22
万
8
千
円
の
手

取
り
増
、
基
礎
控
除
と
給
与
所

得
控
除
の
引
き
上
げ
の
場
合
、

年
収
2
0
0
万
円
で
8
万
2

千
円
、3
0
0
万
円
で
5
万
3

千
円
、8
0
0
万
円
で
10
万
7

千
円
、1
千
万
円
で
10
万
6
千

円
で
あ
る
。

　
仮
に
基
礎
控
除
＋
所
得
控
除

を
若
干
引
き
上
げ
た
と
し
て

も
、
物
価
高
騰
が
続
き
、
毎
日

負
担
す
る
消
費
税
負
担
の
額
も

重
く
、
高
等
教
育
の
学
費
値
上

げ
、
家
賃
引
き
上
げ
、
交
通
費

引
き
上
げ
、
医
療
や
介
護
の
実

質
的
負
担
が
高
く
な
る
現
在
の

減
税
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
現
役
世
代
に
不
満

が
大
き
く
、「
働
き
控
え
」
の

要
因
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
重

い
社
会
保
険
料
負
担
で
あ
る
。

な
ぜ
社
会
保
険
料
負
担
を
避

け
、
働
く
こ
と
を
控
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
貧
困
、
家

計
の
逼
迫
の
た
め
、
社
会
保
険

料
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
、
や

む
な
く
収
入
を
抑
制
す
る
作
戦

を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
。
背
景
に
あ
る
の
は
貧
困
な

の
で
あ
る
。

　
社
会
保
険
財
政
を
本
当
の
意

味
で
の
、「
社
会
」
保
険
財
政

に
切
り
替
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
保
険
原
理
を
社
会
原
理
で

修
正
す
る
の
が
社
会
保
険
で
あ

る
。
社
会
原
理
と
は
人
権
・
生

活
保
障
の
目
的
達
成
を
重
視

し
、
国
家
負
担
、
大
企
業
負
担

と
労
働
者
の
保
険
料
の
三
者
拠

出
で
財
政
を
つ
く
り
、
労
働
者

の
生
活
を
破
壊
し
な
い
程
度
に

ま
で
保
険
料
負
担
を
抑
制
す
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
自
営
業
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、

業
務
請
負
な
ど
不
安
定
な
働
き

方
の
人
は
高
い
国
民
健
康
保
険

料
（
税
）
の
負
担
に
生
活
を
圧

迫
さ
れ
て
い
る
。
年
収
の
壁
だ

け
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
社

会
保
険
料
の
構
造
―
標
準
報
酬

月
額
の
設
定
、
保
険
料
率
の
見

直
し
、
32
級
以
上
の
高
所
得
者

の
保
険
料
設
定
が
検
討
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
保
険
料
負
担
で

貧
困
に
な
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
が

必
要
で
あ
る
。
国
の
財
政
負
担

と
大
企
業
の
社
会
保
障
負
担
の

拡
大
、
国
民
へ
の
生
活
保
障
機

能
を
射
程
に
入
れ
た
政
策
の
検

討
が
な
け
れ
ば
「
手
取
り
増
」

に
す
ら
到
達
し
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　
男
片
働
き
＋
専
業
主
婦
の
男

性
優
位
家
族
モ
デ
ル
の
税
制
と

社
会
保
険
制
度
を
見
直
し
、
個

人
の
生
活
保
障
を
基
本
に
改
革

す
べ
き
で
あ
る
。
特
定
扶
養
控

除
を
引
き
上
げ
る
よ
り
、
返
済

免
除
の
給
付
型
奨
学
金
の
充

実
、
現
在
も
奨
学
金
の
返
済
に

追
わ
れ
て
い
る
人
へ
の
返
済
免

除
の
制
度
を
つ
く
り
、
学
費
無

償
化
に
向
け
た
積
極
的
な
教
育

政
策
に
踏
み
込
む
べ
き
で
あ

る
。

　
課
税
最
低
限
の
引
き
上
げ
は

必
要
と
考
え
る
が
、「
手
取
り

増
」
に
効
果
的
な
の
は
税
額
控

除
の
方
で
あ
ろ
う
。
政
策
目
的

―
貧
困
の
解
消
、
生
き
る
見
通

し
の
条
件
づ
く
り
、
個
人
の
尊

重
―
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
、

民
主
的
な
税
制
と
所
得
再
分
配

政
策
は
実
現
し
な
い
。

資
格
申
立
書
に
記
載
さ
れ
た
患

者
の
カ
ナ
氏
名
、
保
険
種
別
、

保
険
者
等
名
称
、
事
業
所
名
、

住
所
（
複
数
存
在
す
る
場
合
は

全
て
）、
連
絡
先
、
患
者
へ
の

連
絡
を
行
っ
た
日
付
を
記
録

　
詳
細
は
『
グ
リ
ー
ン
ペ
ー

パ
ー
』
№
3
2
3
（
23
年
7
月

25
日
発
行
）、№
3
2
4
（
8
月

25
日
発
行
）を
ご
参
照
下
さ
い
。

状
況
で
は
苦
し
い
家
計
の
改
善

は
望
め
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
よ
り
切
実
に
求

め
ら
れ
る
の
は
賃
上
げ
、
そ
れ

● 岸田政権の「新しい資本主義」を
どうみるか
―  社会保障、少子化対策の動向にも
踏み込んで―

●コロナ禍の労働市場と労働運動
―  非正規・貧困・ジェンダー平等の
視点から―

公開研究会2024 動画配信中

も
中
小
企
業
支
援
、
医
療
・
福

祉
業
界
へ
の
実
効
的
な
支
援
策

を
含
ん
だ
賃
上
げ
政
策
の
実
行

で
あ
り
、
消
費
税
率
5
％
へ
の

ホームページ
はこちらから

2 0 2 4 年 (令和 6年) 1 2 月 2 5 日 第 3 1 8 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

　初・再診料の外来感染対策向上加算、入院基本料等加算の感染対策向上加算１～３については、24年３
月末までに届出を行っていた医療機関が25年１月１日以降も引き続き算定する場合は、25年１月10日まで
に近畿厚生局京都事務所宛に再届出が必要です。
　近畿厚生局のホームページ、24年12月１日付「施設基準の届出受理状況」において、算定開始日が24年
３月以前となっている医療機関は上記の届出の対象です。ご注意下さい。

感染対策向上加算の再届出忘れていませんか？



題
の
絵
・
挿
絵
も
筆
者

滋賀県を輪行散歩滋賀県を輪行散歩

　
滋
賀
県
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
散
歩
に

お
誂
え
向
き
で
す
。
京
都
か
ら
近
い

し
起
伏
が
少
な
い
。
県
内
に
は
鉄
道

（
京
阪
電
車
、近
江
鉄
道
、信
楽
高
原

鐵
道
、
Ｊ
Ｒ
）
が
網
の
目
に
走
っ
て

い
て
、
意
の
ま
ま
に
駅
で
自
転
車
を

電
車
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
軽

い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
も
長
距
離
の
ツ
ー

リ
ン
グ
も
無
理
な
く
可
能
で
す
。

　
雨
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
湖
北

の
積
雪
が
と
り
わ
け
深
い
よ
う
に
、

滋
賀
の
空
は
京
都
と
同
じ
と
は
限
り

ま
せ
ん
。輪
行
す
る
者
に
と
っ
て
、雨

は
絶
対
に
困
り
ま
す
。
濡
れ
鼠
が
濡

れ
た
自
転
車
袋
を
抱
え
て
い
て
は
、

帰
り
の
電
車
に
乗
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

　
私
の
雨
天
対
策
は
簡
単
で
す
。
妙

な
勇
気
が
い
り
ま
す
が
、
そ
の
日
の

滋
賀
行
き
計
画
の
中
止
で
す
。
当
地

ク
リ
ン
グ
の
帰
途
、
体
力
が
尽
き
た

の
で
駅
ま
で
近
道
を
し
よ
う
と
試
み

た
ば
か
り
に
田
中
道
に
迷
い
込
み
、

方
向
感
覚
を
失
い
ま
し
た
。
黄
帽
の

小
学
生
の
集
団
が
道
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
下
校
し
て
い
た
の
で
、
追
い

越
し
ざ
ま
に
最
寄
り
の
Ｊ
Ｒ
駅
の
位

置
を
訪
ね
ま
し
た
。
一
人
の
男
の
子

が
道
の
間
違
い
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
叫
び
ま
し
た
。

　
「
オ
イ
、
み
ん
な
一
緒
に
走
ろ
う
」

　
ラ
ン
ド
セ
ル
組
が
一
斉
に
自
転
車

に
付
い
て
走
っ
て
き
ま
し
た
。
恥
ず

か
し
い
程
に
に
ぎ
や
か
に
な
り
、
体

の
疲
れ
が
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
絵
は
そ
の
時
を
思
い
出
し
て
描

い
た
も
の
で
す
。
や
っ
と
乗
り
こ
ん

だ
東
海
道
線
の
中
で
地
図
を
探
り
、

彦
根
の
亀
山
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

だ
っ
た
と
知
り
ま
し
た
。

湖
東
の
平
野
に
も
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
「
勢
田
の
唐
橋
／
駒
も
轟
と
踏
み

鳴
ら
し
／
雲
雀
揚
が
れ
る
野
路
の

里
」（
平
家
物
語
）

　
石
部
、
甲
賀
、
水
口
、
日
野
、
八

日
市
。
町
の
標
識
を
読
む
だ
け
で
も

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
平
野
が
広
い

の
で
自
転
車
は
迷
い
や
す
い
。

　
先
の
10
月
の
こ
と
で
し
た
。
サ
イ

の
天
気
予
報
に
少
し
で
も
雨
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
あ
る
時
は
、
雨
具
を
持
参

す
る
の
で
は
な
く
、
輪
行
を
諦
め
ま

す
。

　
比
良
お
ろ
し
や
伊
吹
お
ろ
し
が
あ

る
の
で
、
風
向
き
に
も
注
意
で
す
。

前
も
っ
て
ネ
ッ
ト
の
風
向
予
報
を
見

て
お
い
て
、
向
か
い
風
を
避
け
る
方

向
で
コ
ー
ス
を
組
み
ま
す
。

　
琵
琶
湖
は
周
囲
が
約
2
0
0
㎞
。

自
転
車
で
一
周
す
る
こ
と
を
ビ
ワ
イ

チ
と
言
う
そ
う
で
す
が
、
な
か
な
か

の
距
離
で
す
。
一
気
に
走
れ
る
の
は

若
者
だ
け
。
何
よ
り
も
モ
ッ
タ
イ
ナ

イ
。
小
分
け
に
し
て
走
り
ま
す
。

　
ス
ケ
ッ
チ
は
湖
岸
の
秋
で
す
。
間

も
な
く
ヨ
シ
や
ス
ス
キ
の
向
こ
う
に

各
種
水
鳥
が
来
ま
す
。

　
湖
岸
の
道
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

下
校
中
の
小
学
生
と
走
る

下
校
中
の
小
学
生
と
走
る

湖
岸
の
秋

湖
岸
の
秋

事
務
局
休
務
の
お
知
ら
せ

12
月
28
日（
土
）〜
１
月
５
日

（
日
）ま
で

　
協
会
事
務
局
は
右
記
の
期

間
、
年
末
年
始
休
務
で
す
。
ご

了
承
下
さ
い
。

「在宅医療点数」説明会

白色確定申告説明会

医院・診療所での接遇マナー研修（初級）

在宅医療点数の改定点や算定にあたっての留意点を分かりやすく解説します。
●木津川市会場
日　時   2025年 １ 月24日（金）

14時～16時
場　所   木津川市加茂文化センター

「あじさいホール」２階研修室
木津川市加茂町里南古田156番地　☎0774-76-4611

定　員 30人 共　催（一社）相楽医師会　奈良県保険医協会（申請中）

１月のレセプト受取・締切
○は受付会場設置日、◎は締切日
受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求
　　 ５～７日 ８時～21時
　　 ８～10日 ８時～24時

基金・
国保（※）

８日（水） ９日（木） 10日（金）
― ○ 〇◎

労災
締切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（金） 10日（金） 10日（金）

地区医師会との懇談会 2025年１月の開催予定

〈テキスト〉 『在宅医療点数の手引2024年度改定版』　4,000円（送料別）

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

参加費無料

右　京
１月23日（木）
14時～16時
右京医師会館

綴　喜
１月18日（土）
14時～ 　
15時30分
ウェブ開催

西　京
１月31日（金）
14時～16時
樫原公会堂１階
大会議室

日　時   2025年 ２ 月 ５ 日（水） 14時～16時
場　所 京都府保険医協会・会議室 ※ウェブ併用
内　容 令和６年分の白色確定申告の留意点 
講　 師 鴨井 勝也 税理士
参加費 無料（要申込）　 定　員   会場：10人
※申込時に参加形態（会場・ウェブ）をお知らせ下さい

　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・わかりやすく・ためになると毎回
好評いただいている研修です。医療従事者に必要な「接遇」
の基礎をしっかり学んでいただけます。

日　時   2025年 ２ 月13日（木） 14時～16時
場　所 京都府保険医協会・会議室
講　 師   （株）JAPAN・SIQ協会　興梠 悦子 氏
参加費 1,000円 ※当日徴収
定　員 20人（１医療機関お２人まで）※要申込

確定申告書作成会 ～作成から申告まで代行します～
勤務医対象　事前申込制

日　時   2025年 ２ 月10日（月）～ ２ 月21日（金） 
平日 ： ９時～18時／土曜 ： ９時～17時 （日 ・ 祝除く）

担　当   外村会計事務所　外村 弘樹 公認会計士・税理士
費　用  ①作成から申告代行　　　　　：２万円 

②作成書類の確認から申告代行：１万円 
③作成書類の確認のみ　　　　：５千円

※ 不動産所得、譲渡所得（株式、土地建物）、住宅ローン
控除、医療費控除、ふるさと納税等がある場合は業務
量に応じて別途費用が必要。

※協会未入会の方は、＋１万円となります。 
※費用は、外村会計事務所にて徴収いたします。

【お申込みの流れ】
協会へ事前申込→協会より受付完了メール→当日、先生ご自身で税理士事務所
へ書類を持参→税理士事務所受付・対応→申告代行または確認書類のご返却

お申込みは
保険医協会
事務局まで

お
申
込
は

こ
ち
ら
か
ら

※会場では感染対策に努めます。感染状況等によりマスク着用をお願いすることがあります。

2025

11：00-12：00
2 11

参加費

演奏者

曲　目

火・祝

開場 10：45
京都府保険医協会・会議室

中川 佳子（フルート）
金本 洋子（ヴィオラ）
一樂 　恒（チェロ）

ハイドン ：ロンドントリオ 第一番
エルガー ：愛の挨拶
ピアソラ ：La Calle 92　他

会員：2,000円
家族・スタッフ：3,000円

定　員 先着20人（要申込）

202520252025

2 112 11火・祝

フルート・ヴィオラ・チェロ

フルート・ヴィオラ・チェロ 妙妙ななるる三重奏三重奏のの
響響きき

サロンコンサート

お申込は
こちらから

2 0 2 4 年 (令和 6年) 1 2 月 2 5 日第 3 1 8 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 (4)毎月10日･25日発行
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輪
行

：

①
サ
イ
ク
リ
ン
グ
②
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
始
め
る
所
ま
で
自
転
車
を
持
っ
て
移
動
す
る
事（
広
辞
苑
第
七
版
）

山
下
　
元
（
乙
訓
）
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